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１
　
は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、「
生
産
空
間
」
を
支
え
る
社
会
資
本

の
整
備
効
果
を
検
討
す
べ
く
、
一
般
国
道
二
七
七
号
雲
石

道
路
を
対
象
に
し
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

つ
つ
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

生
産
空
間
と
は
、
農
業
・
漁
業
等
の
第
一
次
産
業
が
生

産
活
動
を
営
む
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
光
産
業
の
活
動

な
ど
の
多
面
的
・
公
益
的
機
能
を
有
し
て
い
る
市
町
村
地

域
を
指
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
北
海
道
の
生
産
空
間
は
、

主
と
し
て
地
方
部
に
立
地
し
て
い
る
。
北
海
道
の
地
域
構

造
の
特
徴
は
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
地
方
の
合
計
面
積
と

ほ
ぼ
匹
敵
す
る
広
域
分
散
型
社
会
で
あ
り
、
人
口
的
に
見

る
な
ら
ば
散
居
形
態
に
よ
る
低
密
度
構
造
で
あ
る
。
周
知

の
と
お
り
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
し
て
い
る
昨
今

の
現
状
に
あ
っ
て
は
、
医
療
施
設
や
教
育
機
関
等
の
集
約

化
・
統
合
化
が
加
速
さ
れ
る
一
方
で
、
交
通
弱
者
問
題
も

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
食
料
供
給
基
地
で
あ
る
北
海
道
の
核

と
も
呼
ぶ
べ
き
生
産
空
間
の
持
続
可
能
性
を
担
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
日
常
生
活
に
支
障
が
出
な
い
水
準
に
お

い
て
、
政
策
的
に
都
市
機
能
や
生
活
機
能
を
保
障
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
生
産
従
事
者
が
生
活

者
と
し
て
、
生
産
空
間
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。言
い
換
え
れ
ば
、

そ
れ
は
生
産
空
間
か
ら
の
長
距
離
／
長
時
間
の
移
動
を
如

何
に
克
服
し
て
い
く
か
が
、
重
要
な
政
策
課
題
と
言
え
よ

う
。　
　

　

鉄
道
網
の
衰
退
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
生
産
空
間
を
支

え
る
社
会
資
本
整
備
と
し
て
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
国
道
等
の
既
存
幹
線
道
路
改
修
に

よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
度
化
を
実
現
す
る

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
モ
ビ
リ
ィ
テ
ィ
の
高
度
化
と
は
、

①
移
動
時
間
の
短
縮
、
②
移
動
コ
ス
ト
の
低
下
、
③
移
動

リ
ス
ク
の
低
減
、④
移
動
範
囲
の
拡
大
、を
意
味
す
る
（
山

崎
朗
、『
日
本
の
国
土
計
画
と
地
域
開
発
』、
東
洋
経
済
新

報
社
、
一
九
九
八
）。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、

図
１
に
示
し
た
一
般
国
道
二
七
七
号
雲
石
道
路
を
事
例
と

し
て
取
り
上
げ
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
整
備
効
果

を
数
値
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
。
既
存
資
源
の
有
効
的
活

用
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
現
道
の
改
修
に
よ
っ
て
整
備

平　

岡　

祥　

孝

生
産
空
間
を
支
え
る
社
会
資
本
整
備
に
関
す
る
一
考
察

一
般
国
道
二
七
七
号
雲
石
道
路
を
事
例
と
し
て

図１　雲石道路の位置
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効
果
を
高
め
る
こ
と
は
、
費
用
対
効
果
の
点
か
ら
も
評
価

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

　
２
　
整
備
事
業
の
概
要

　

国
道
二
七
七
号
線
は
、
江
差
町
を
起
点
と
し
て
八
雲
町

に
至
る
延
長
三
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
二
車
線
幹
線
道
路
で

あ
る
。
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
雲
石
道
路
は
、
八
雲
町
の

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
路
線
の
う
ち
延
長
五
・
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
旧
道
改
修
事
業
で
あ
る
。
事
業
目
的

は
、
落
石
・
地
す
べ
り
・
雪
崩
へ
の
対
策
、
お
よ
び
現
道

隘
路
区
間
の
解
消
を
図
り
、
安
全
通
行
を
確
保
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
度
に
事
業
化
さ
れ
、

一
九
九
二
年
度
か
ら
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年

度
に
は
部
分
的
に
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
、
二

〇
一
四
年
度
に
残
り
三
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
て

事
業
は
完
了
し
た
。
な
お
総
事
業
費
は
約
一
六
一
億
円
で

あ
り
、
二
〇
一
〇
年
度
の
再
評
価
時
点
よ
り
約
一
億
円
縮

減
さ
れ
て
い
る
（
北
海
道
開
発
局
）。

　
３
　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

　　

現
在
の
八
雲
町
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
〇

月
に
旧
八
雲
町
と
熊
石
町
が
合
併
し
て
成
立
し
て
い
る
。

周
辺
の
市
町
村
で
も
合
併
が
進
ん
だ
こ
と
は
、
い
ま
だ
記

憶
に
新
し
い
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
は
、
旧
函
館
市
、

戸
井
町
、
恵
山
町
、
椴
法
華
村
、
南
茅
部
町
が
合
併
し
て
、

現
在
の
函
館
市
を
形
成
し
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
に
は
、

旧
森
町
と
砂
原
町
が
合
併
し
て
、
現
在
の
森
町
を
形
成
し

た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
二
月
に
は
、
上
磯
町
と
大
野
町

が
合
併
し
て
、
北
斗
市
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
渡
島
管
内
で
は
、
市
町
村
合
併
に

よ
っ
て
基
礎
自
治
体
が
広
域
化
し
て
い
る
。

　

代
表
的
な
社
会
資
本
整
備
と
し
て
は
、

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
と
北
海
道
新
幹
線

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
北
海
道
縦
貫
自

動
車
道
で
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
国

縫
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
～
八
雲

Ｉ
Ｃ
間
二
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
〇

〇
九
年
一
〇
月
に
八
雲
Ｉ
Ｃ
～
落
部
Ｉ
Ｃ

間
一
六
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
一
一

年
一
一
月
に
落
部
Ｉ
Ｃ
～
森
Ｉ
Ｃ
間
二

〇
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
一
二
年
一

一
月
に
森
Ｉ
Ｃ
～
大
沼
公
園
Ｉ
Ｃ
間
九
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
て
い
る
。
将
来
的
に
大
沼
公
園

Ｉ
Ｃ
～
七
飯
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
が
開
通
す
る
な
ら
ば
、
北

海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
う
ち
札
幌
～
函
館
間
が
、
高
規
格

幹
線
道
路
で
接
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

北
海
道
新
幹
線
で
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
新
青
森
駅

～
新
函
館
北
斗
駅
間
が
開
業
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
新
函

館
北
斗
駅
～
札
幌
駅
間
は
二
〇
三
〇
年
度
開
業
予
定
で
あ

り
、
新
八
雲
駅
（
仮
称
）
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
と
北
海
道
新
幹
線
は
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
骨
格
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
各
生
産
空

間
は
国
道
や
道
道
な
ど
の
一
般
道
の
整
備
を
通
し
て
、
骨

格
の
道
路
・
鉄
路
と
有
機
的
に
接
続
し
て
物
流
や
人
流
の

面
か
ら
、生
活
の
質
的
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
路
機
能
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
旧
熊
石
町
と
旧
八
雲

町
を
結
ぶ
国
道
二
七
七
号
線
は
、
八
雲
町
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
一
般
国
道
で
あ
る
。

　
　
４
　
整
備
効
果

　　

次
に
、
整
備
効
果
と
し
て
、
①
防
災
上
の
要
対
策
箇
所

の
回
避
、
②
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上
、
③
八
雲
町
中
心

市
街
地
へ
の
利
便
性
向
上
、
④
地
域
産
業
の
活
性
化
と
い

う
視
点
か
ら
、
具
体
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

⑴　

防
災
上
の
要
対
策
箇
所
の
回
避

　

雲
石
道
路
の
旧
道
で
は
、
落
石
や
土
砂
崩
落
等
が
頻
発

図２　雲石道路整備状況



20北海道自治研究 ２０１９年４月（Ｎo.603）

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
長
時
間
に
及
ぶ
通
行
規
制
が

行
わ
れ
て
い
た
。
通
行
規
制
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
、

迂
回
が
必
要
で
あ
っ
た
。
迂
回
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
図
３

に
示
し
た
よ
う
に
道
道
八
雲
北
檜
山
線
を
利
用
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
旧
八
雲
町
立
岩
地
区
と
旧
熊
石
町
鮎
川
地
区

と
の
間
を
迂
回
す
る
な
ら
ば
、
距
離
で
は
三
三
・
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
か
ら
七
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
、
所
要
時
間

で
は
五
七
分
か
ら
九
四
分
と
な
っ
て
い
た
。
迂
回
率
は
距

離
で
二
・
三
倍
、
時
間
で
一
・
六
倍
で
あ
っ
た
（
国
土
交

通
省
『
平
成
一
一
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
』）。
要
す
る
に
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
経
済
活

動
も
阻
害
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
整
備
に
よ
っ
て
、
要
対
策
箇
所
は
一

六
箇
所
か
ら
〇
箇
所
に
な
り
（
北
海
道
開
発
局
函
館
建
設

部
）、
防
災
上
の
要
対
策
箇
所
を
回
避
し
た
ル
ー
ト
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
が
実
現
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
規
模

な
迂
回
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
生
産
空
間
と

し
て
の
円
滑
な
日
常
生
活
や
経
済
活
動
が
保
障
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

⑵　

道
路
交
通
の
安
全
性
向
上

　

雲
石
道
路
の
旧
道
で
は
、
線
形
不
良
区
間
が
連
続
し
て

い
た
。
走
行
の
安
全
性
や
円
滑
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
整
備
前
後
の
比
較
を
通
し
て
、
当
該
課
題
解
決

を
見
て
み
よ
う
。

　

旅
行
速
度
で
は
、
整
備
前
は
時
速
三
五
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
が
、整
備
後
に
は
時
速
五
九
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
、
約
七
〇
％
向
上
し
て
い
る
（
国
土
交
通
省
『
平

成
一
一
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
』・『
平
成

二
七
年
度
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
』）。
ま
た
、

事
業
区
間
に
お
け
る
一
九
九
七
～
一
九
九
九
（
平
成
九
～

一
一
）
年
度
平
均
で
見
た
整
備
前
の
事
故
率
は
一
二
・
〇

件
／
億
台
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
～
二

〇
一
六
年
度
平
均
で
見
た
整
備
後
の
事
故
率
は
〇
・
〇
件

／
億
台
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
交
通
事
故
は
解
消
さ
れ

て
い
た
（
北
海
道
開
発
局
函
館
建
設
部
）。

　

雲
石
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
死
傷
事
故
が
減
少
し
、

旅
行
速
度
も
向
上
し
て
い
る
。
道
路
交
通
の
安
全
性
が
高

ま
っ
た
。

　

⑶　

八
雲
町
中
心
市
街
地
へ
の
利
便
性
向
上

　

熊
石
地
域
は
人
口
二
四
二
二
人
で
あ
る
（
総
務
省
統
計

局
『
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
』）。
事
業
所
で
は
、
製
造
業

事
業
所
数
が
三
事
業
所
（
経
済
産
業
省
『
平
成
二
二
年
工

業
統
計
』）、
小
売
事
業
所
数
が
二
七
事
業
所
（
経
済
産
業

省
『
平
成
二
六
年
商
業
統
計
』）
で
あ
る
。
旧
熊
石
高
等

学
校
は
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
度
に
廃
校
と
な
っ
て

い
る
。
医
療
施
設
と
し
て
は
、
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院

（
二
診
療
科
目
）
が
あ
る
（
厚
生
労
働
省
『
平
成
二
八
年

医
療
施
設
調
査
』）。

　

他
方
、
八
雲
町
中
心
市
街
地
の
人
口
は
一
万
四
八
三
〇

人
で
あ
る
（『
平
成
二
七
年
国
勢
調
査
』）。
Ｊ
Ｒ
八
雲
駅

に
は
、
函
館
方
面
と
札
幌
方
面
の
特
急
列
車
が
、
そ
れ
ぞ

れ
一
日
当
た
り
一
二
本
停
車
す
る
駅
で
あ
る
（
Ｊ
Ｒ
北
海

道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
現
在
）。
都

市
間
高
速
バ
ス
は
、
函
館
方
面
と
札
幌
方
面
そ
れ
ぞ
れ
一

日
当
た
り
五
便
停
車
す
る
（
北
都
交
通
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

二
〇
一
九
年
四
月
一
日
現
在
）。

　

ま
た
、
各
種
事
業
所
お
よ
び
高
等
学
校
や
高
次
医
療

施
設
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
し
て
い
る
。
製
造
業
事

業
所
数
は
二
四
事
業
所
（『
平
成
二
二
年
工
業
統
計
』）、

小
売
業
事
業
所
数
は
一
三
八
事
業
所
（『
平
成
二
六
年
商

業
統
計
』）、
大
規
模
小
売
店
舗
数
は
四
店
（『
二
〇
一
八

全
国
大
型
小
売
店
総
覧
』、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一

七
）
で
あ
る
。
八
雲
総
合
病
院
は
一
四
診
療
科
目
を
有
す

る
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
（『
平
成
二
八
年
医
療
施
設
調

査
』）。
八
雲
高
等
学
校
に
は
熊
石
地
域
か
ら
の
通
学
生
徒

も
い
る
。
ち
な
み
に
八
雲
町
～
江
差
間
の
路
線
バ
ス
は
、

国
道
二
七
七
号
と
二
二
〇
号
を
一
日
二
往
復
運
行
し
て
い

る
（
函
館
バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
〇
一
九
年
四
月
一
日

現
在
）。

図３　雲石道路旧道通行規制時の迂回状況
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「
新
八
雲
町
総
合
計
画
（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
七
）」
で

は
、
八
雲
と
熊
石
の
両
地
域
の
人
的
・
物
的
交
流
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
駅
開
業
を
見

据
え
て
、
国
道
二
七
七
号
を
重
要
路
線
と
位
置
づ
け
て
い

た
。
雲
石
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
熊
石
地
域
や
せ
た
な

町
大
成
区
な
ど
の
日
本
海
側
か
ら
八
雲
町
中
心
市
街
地
お

よ
び
交
通
結
節
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
熊
石
地
域
・
せ
た
な
町
大
成
区
か
ら
八
雲

総
合
病
院
へ
の
一
ヵ
月
当
た
り
通
院
者
数
の
動
向
を
見
て

み
た
い
。
開
通
前
（
二
〇
一
二
年
六
月
）
で
は
、
熊
石
地

域
か
ら
一
〇
四
人
／
月
、
せ
た
な
町
大
成
区
か
ら
九
三
人

／
月
で
あ
っ
た
。
開
通
後
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
で
は
、

熊
石
地
域
か
ら
一
五
四
人
／
月
、
せ
た
な
町
大
成
区
か
ら

一
四
五
人
／
月
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
約
一
・
五
倍
、
約

一
・
六
倍
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、

八
雲
総
合
病
院
へ
の
救
急
搬
送
時
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

⑷　

地
域
産
業
の
活
性
化

　

熊
石
地
域
を
対
象
と
し
て
、
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）

年
か
ら
「
熊
石
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
」
が
推
進
さ
れ
て

き
た
。
同
計
画
の
目
的
は
、
漁
業
経
営
の
安
定
、
担
い
手

づ
く
り
と
漁
業
へ
の
理
解
、都
市
と
の
交
流
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
手
段
と
し
て
は
、
ナ
マ
コ
養
殖
な
ど
漁
業
構

造
改
善
、
海
洋
深
層
水
の
活
用
、
漁
業
体
験
学
習
の
実
施

等
が
上
げ
ら
れ
る
。
雲
石
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
水
産

物
流
通
の
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
深
層
水

（
年
間
約
二
〇
ト
ン
）が
円
滑
に
供
給
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

た
。
な
お
、
二
〇
一
五
年
か
ら
は
、
地
熱
開
発
事
業
も
始

ま
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
熊
石
地
区
の
バ
カ
ガ
イ
と
ナ
マ
コ
の
平
均

単
価
の
変
化
を
見
て
み
た
い
。
バ
カ
ガ
イ
は
開
通
前
（
二

〇
〇
八
～
二
〇
一
一
年
）
で
は
一
ト
ン
当
た
り
六
二
万
円

で
あ
っ
た
が
、
開
通
後
（
二
〇
一
五
～
二
〇
一
八
年
）
で

は
一
ト
ン
当
た
り
九
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
ひ
や
ま
漁

協
熊
石
支
所
）。
約
一
・
五
倍
に
ま
で
上
昇
し
た
。

　

ま
た
、ナ
マ
コ
は
開
通
前
（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
三
年
）

で
は
一
ト
ン
当
た
り
五
一
八
万
円
で
あ
っ
た
が
、
開
通
後

（
二
〇
一
五
～
二
〇
一
八
年
）
で
は
一
ト
ン
当
た
り
五
五

八
万
円
と
な
っ
て
い
る（
ひ
や
ま
漁
協
熊
石
支
所
）。約
一
・

一
倍
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
、
当
該
整
備
が
水
産
物
の
時

間
価
値
化
に
寄
与
し
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。

　
５
　
む
す
び
に
か
え
て

　　

広
域
性
と
低
密
度
構
造
を
克
服
し
て
、「
生
産
空
間
」

を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
か
が
、
北
海
道
に
と
っ
て
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。「
均
衡
あ
る

国
土
の
発
展
」
か
ら
「
地
域
特
性
に
基
づ
く
地
域
創
生
」

は
、
時
代
の
潮
流
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
と
お
り
、
生
産

空
間
に
お
け
る
生
産
活
動
の
従
事
者
は
、
同
時
に
生
産
空

間
に
お
け
る
生
活
者
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
相
互
依
存

関
係
を
所
与
と
し
て
、
生
活
圏
構
造
の
維
持
を
図
り
な
が

ら
、持
続
的
発
展
を
目
指
す
「
安
心
な
地
域
づ
く
り
」
は
、

焦
眉
の
急
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
生
活
基
盤
お
よ
び
産
業
基
盤
で
あ
る

社
会
資
本
の
整
備
と
安
定
的
な
利
活
用
が
前
提
と
な
る
。

地
域
特
性
に
基
づ
く
社
会
資
本
整
備
の
効
果
や
価
値
と
呼

ぶ
べ
き
も
の
は
、
地
域
が
必
要
と
す
る
機
能
や
当
該
社
会

資
本
の
性
能
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
既
存
社

会
資
本
を
部
分
的
に
改
修
や
改
善
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

従
来
よ
り
も
利
用
効
率
や
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
価
値
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に

雲
石
道
路
整
備
は
、
典
型
的
事
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

＜

ひ
ら
お
か　

よ
し
ゆ
き
・
札
幌
大
谷
大
学
社
会
学
部
教
授＞


